
令和６年度 教育・保育に係る確保方策（案）について 

１．確保方策（全体定員）設定の考え方 

各年度の保育所、認定こども園等の定員については、利用状況から保育の必要な認定区分

ごとに、量の見込（必要利用定員総数）を設定し、毎年、確保方策（年齢・認定区分別の利用定

員）として設定を行うこととしています。 

２．令和６年度 確保方策の内容 

令和６年度の確保方策については、一部、定員の見直しを行い、令和５年度の定員総数２，

３９２人に対して、令和６年度は定員総数２，３４０人と、前年度対比で５２人減として設定しま

す。 

≪内訳≫ 

・「３号認定（保育認定０～２歳児）」については、企業主導型保育施設である恵庭ひだま

り保育園の定員設定について、当初報告いただいていた定員が、園則に定められた定

員と相違していると申し出があったことから修正。前年度比２人減 

・「２号認定（保育認定３～５歳児）」については、島松幼稚園の定員設定について不足が

生じていることから定員の見直しを行い、前年度比１０人増 

・「１号認定（教育認定３～５歳児）」については、クラーク幼稚園、柏学園ひまわり幼稚園

の定員設定について余剰が生じていることから定員の見直しを行い前年度比６０人減。 
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≪資 料≫ 【資料１】確保方策（案）に係る各種比較等 
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